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農閑期の軍事訓練，洛中の魑魅魍魎退治
　⑤ 張衡『南都賦』─飲酒歓宴，斉童趙娘の
列舞，弾筝吹笙の宴，群士の馬上舟上での
狩猟
　⑥ 楊雄『甘泉賦』─宮殿正殿，及び其れを
とり巻く情景をパノマラ的に周回描写，天
子の皇天に対する欽柴燎燻の儀礼
　⑦ 楊雄『羽獵賦』─全篇ほぼ勇壮な狩猟，
水中での漁
　⑧ 楊雄『長楊賦』─漢の驃騎将軍達の勇敢
な遠征振り，軍馬軍旅の鍛錬練磨
　⑨ 班彪『北征賦』─長安～安定への景色の
変化とそれに合せた作者の古今への感慨の
変化
Ⅸ　漢の賦と絵画の共通する特徴
　しかし此処で非常に重要であると思われるこ
とは，絵画にしろ，賦の場合にしろ，両者に共
通する点はともに其の表現が極めてダイナミッ
クで，躍動的であるということである。即ち，
漢という時代の制作作品は，事象を表現するの
に，「もの其の物」を表現することに加えて，
その物の「動き」を或いは「動く様を」そのま
まリアルに表そうと云う，制作者の並々ならぬ
強い意志を見て取ることができる作品が多いと
いうことである。この「動きある表現」は，こ
の時代以降の漢民族の，視覚的芸術作品，文字
に依る表現という意味での文学的文字作品に共
通して見られる特徴となっていくものなのであ
る。
　賦は漢代以降，六朝から唐宋，明清を経て連
綿として変化発展し続けてきた漢民族文化芸術
の中で最も重要な特徴である「動き」を触発
し，定着させて来たという点で，中国文化史の
基礎であるともいえる存在なのである。
注
１）「景泰藍」明の景帝時代の年号，景泰年間に作ら
れはじめた，工芸品に付けられた名前。日本の
七宝焼きに当たる。
２）『挿図中国文学史』「第七章　辞賦時代一・二」
鄭振鐸，1999年，北京出版社
３）劉大傑『中国文学発展史』第一冊，「第五章　漢
賦興盛的原因」，1973年，上海人民出版社
４）『胡適文集』第八巻　「国語文学史」「第二章　漢
朝的平民文学」，1998年，北京大学出版社
５）『魯迅全集』第八巻，「漢文学史綱要」「第十篇　
司馬相如与　司馬遷」，1957年，人民文学出版社
６）「鎮墓獣」古代中国で，墳墓の入り口に並べ置か
れて，埋葬されている人の霊を鎮め慰める役割
を持っている，銅製或いは石造の獣
７）ここでは，一つの仏教宗派としての聖徳太子宗
ではなく，太子の周囲には，太子の生前から其
の人並み優れた聖なる德に裏打ちされた人柄を，
ほとんど「信仰」というに近い程度に極度に尊
崇していた人々がいたらしく，其の不特定多数
の集団を仮に「聖徳太子宗」と読んだ。　参考
『国文学　解釈と鑑賞』，1989年10月，第54巻10
号　採録の拙稿「聖徳太子宗の経典」
８）いわゆる教科書的分類における宗教画ではなく，
原初的な意味での「宗教画」
９）『楚辭王逸注』線装本，上海文瑞楼蔵版，鴻章書
局石印，「天問第三」の注
10）『六臣註文選』第十一巻，宮殿，王文考魯霊光殿
賦一首，四部叢刊初編，台湾商務印書館，中華
民国64年
11）『六臣註文選』第十一巻，宮殿，何平叔景福殿賦
一首，四部叢刊初編，台湾商務印書館，中華民
国64年
12）『孔子家語』四部叢刊初編，台湾商務印書館，
071，中華民国64年
13）『文苑英華』巻148，中華書局，1966年
14）『論衡』王充，北京大学歴史系《論衡》注釈小組　
1979年，中華書局
15）『漢書』巻54「蘇武伝」，1962年，中華書局
16）『人面魚紋彩陶盆』（李希凡主編『図説中国絵画
史』，2001年，浙江教育出版社所収）
17）『半山出土腹太土器　大渦巻き模様』（潘公凱『挿
図本中国絵画史』，2001年，上海古籍出版所収）
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18）『石嶺下類型陶』（『図説中国絵画史』李希凡主編，
2001年，浙江教育出版社所収）
19）『舞踏紋彩陶盆』（『図説中国絵画史』李希凡主編，
2001年，浙江教育出版社所収）
20）『青銅器の分類』（『中国美術史』王遜，1989年，
上海人民美術出版社所収）
21）『歷代名画記』（「叢書集成初編」張彦遠所収）
22）『中国絵画史』兪剣華，中国文化史叢書，1937年　
商務印書館
23）『中国絵画変遷史綱』傅抱石，1998年，上海古籍
出版社
24）『挿図本中国絵画史』潘公凱，2001年，上海古籍
出版
25）『中国絵画史要』何延喆，1998年，天津人民美術
出版社
26）青銅器模様の分類
27）「貯貝器」出土している貯貝器は数多いが，例え
ば晋寧石寨山出土の「西漢　戦争貯貝器」や「西
漢　鎏金騎士銅貯貝器」などがそれである。図
版は雲南省博物館編『雲南青銅器文化論集』
1991年　雲南人民出版社などに掲載
28）『刻紋銅鑑』（『圖説中国絵画史』崔慶忠，2001年，
浙江教育出版社）
29）『弋射，収穫』（『画像磚』王明発，2001年，遼寧
画報出版社所収）
30）『人物龍鳳図』（『中国絵画通史』王伯敏，2000年，
生活・読書・新知三聯書店所収）
31）『人物御龍図』（『図説中国絵画史』李希凡主編，
2001年，浙江教育出版社所収）
32）『戰國楚帛書』（『中国絵画通史』王伯敏，2000年，
生活・読書・新知三聯書店所収）
33）『女史箴図』（『図説中国絵画史』李希凡主編，
2001年，浙江教育出版社所収）
34）『中国の悲歌の誕生』（Ｆ．テーケイ，羽仁協子
訳　昭和四十七年，風濤社）
35）『戰國水陸攻戰紋鑑』（『中国美術史』王遜，1989
年，上海人民美術出版社所収）
36）「画像石」漢魏時代の一種の石刻芸術，主に墳墓
内の簿室・石棺の装飾に使われた。
37）「画像磚」古代中国で，画像石と同じく，主に墳
墓の墓室の壁面を飾るために作られた，いわば
日干し煉瓦で，其の表面には，各種の模様や物
品などとともに，当時の人々の日常の暮らしな
ども多く刻み込まれている。
38）画像磚『車騎出行図』（『画像磚』王明発，2001年，
遼寧画報出版社所収）
39）画像磚『角抵牛表演』（『画像磚』王明発，2001年，
遼寧画報出版社所収）
40）『陝西綏德王得元墓画像石』（『画像石』欧陽摩一，
2001年，遼寧画報出版社所収）
41）『石刻門楣』（『画像石』欧陽摩一，2001年，遼寧
画報出版社所収）
42）『応龍，熊，閹牛』（『画像石』欧陽摩一，2001年，
遼寧画報出版社所収）
43）画像石『狩猟図』（『画像石』欧陽摩一，2001年，
遼寧画報出版社所収）
44）『空心画像磚』画像磚には二種類あり，一つは空
心画像磚，いま一つは実心画像磚である。空心
の方は，初期のもので，一つの煉瓦に同じ模様
の図案が沢山並んでいるか，或いはそれが一つ
の煉瓦ではなく，くつも並んでいる場合もある。
これは一つの模様の型を何度も押してから打っ
たものであろう。実心の場合は，煉瓦一つひと
つの模様がそれぞれ異なっており，それぞれ一
つ一つ別々に作られたものであろう。
45）『騎獵圖』（『漢画像石選』王継甚編，No.43圖，
2000年，上海書店出版社所収）
46）『田獵圖』（『漢画像石選』王継甚編，No.44圖，
2000年，上海書店出版社所収）
47）『樂舞百戯図』（『中国絵画通史』王伯敏，2000年，
生活・読書・新知三聯書店所収）
48）『馬上鼓吹』（『中国審美文化史』陳炎主編，2001
年，山東画報出版社所収）
49）『長袖舞』（『中国審美文化史』陳炎主編，2001年，
山東画報出版社所収）
（2006年11月７日受付）
（2007年２月14日掲載決定）
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